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      1長老ちゃうらう、書ふみを選えらばれたる婦人ふじんおよび其その子供こどもに贈おくる。われ眞まことをもて汝なんぢらを愛あいす。啻ただに我われのみならず、凡すべて眞理まことを知しる者ものはみな汝なんぢらを愛あいす。 2これは我われらの衷うちに止とどまりて永遠とこしへに偕ともにあらんとする眞理まことに因よりてなり。 3父ちちなる神かみおよび父ちちの子こイエス・キリストより賜たまふ恩惠めぐみと憐憫あはれみと平安へいあんとは、眞まことと愛あいとの中うちにて我われらと偕ともにあらん。
    


    
      4われ汝なんぢの子供こどものうちに、我われらが父ちちより誡命いましめを受うけし如ごとく、眞理まことに循したがひて歩あゆむ者ものあるを見みて甚はなはだ喜よろこべり。 5婦人ふじんよ、われ今いまなんぢに願ねがふは、我われらが互たがひに相あひ愛あいすべき事ことなり。これは新あたらしき誡命いましめを書かき贈おくるにあらず、我われらが初はじめより有もてる誡命いましめなり。 6彼かれの誡命いましめに循したがひて歩あゆむは即すなはち愛あいなり、汝なんぢらが初はじめより聞ききしごとく、愛あいに歩あゆむは即すなはち誡命いましめなり。 7人ひとを惑まどはすもの多おほく世よにいで、イエス・キリストの肉體にくたいにて來きたり給たまひしことを言いひ表あらはさず、かかる者ものは人ひとを惑まどはす者ものにして、非ひキリストなり。 8なんぢら我われらが働はたらきし所ところを空むなしくせず、滿みち足たれる報むくいを得えんために自みづから心こころせよ。 9凡おほよそキリストの教をしへに居をらずして、之これを越こえゆく者ものは神かみを有もたず、キリストの教をしへにをる者ものは父ちちと子ことを有もつなり。 10人ひともし此この教をしへを有もたずして汝なんぢらに來きたらば、之これを家いへに入いるな、安やすかれと言いふな。 11之これに安やすかれと言いふ者ものは、その惡あしき行爲おこなひに與くみするなり。
    


    
      12我われなほ汝なんぢらに書かき贈おくること多おほくあれど、紙かみと墨すみとにてするを好このまず、我われらの歡喜よろこびを充みたさんために汝なんぢ等らにいたり、顏かほをあわせて語かたらんことを望のぞむ。 13選えらばれたる汝なんぢの姉妹しまいの子供こども、なんぢに安否あんぴを問とふ。
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